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藤棚新聞    

いよいよ藤棚町二丁目公園の再整備 

長い間の懸案であった藤棚二丁目公園の再整備計画が実現の運びになりました。 
藤棚町２丁目西部自治会の田島会長は、「地域のみなさんが楽しく暮していけるように力を尽

くしたい。藤棚町二丁目公園は２１年前に作られてより手を入れられて来なかった。この辺りは

坂道が多い。大きな公園ではないが買い物の途中にちょっと一休みできる公園と同時にプロパン

ガスを運搬する車が入ってこれる道路も作りたい。この度行政とも歩調を合わせることができて、

公園沿いの道幅の一部を広げることになった。工事は８月ごろから開始の予定だ。」と言ってい

ました。 

稲荷台小学校でも“藤棚町二丁目公園改造大作戦” 
 「こどもからお年よりまでが楽しめる明るいきれいな二丁目

公園にしたい」と稲荷台小学校の児童も立ち上がりました。公

園のシンボルのイチョウの落ち葉をみんなできれいにしよう

と３年生（当時）が中心になって全クラスが力を合わせて落ち

葉清掃をしました。  
公園はシンボルのイチョウの木にちなんで「イチョウ公園」

とも呼ばれています。「ハッピースマイルカーニバル」（２月

２０日）では、クイズを使って新しくできる遊具も発表しまし

た（写真上）。西土木事務所では、「公園に沿っている道路の幅が狭いので広げたいという何十

年も前からの住民の希望があった。テーマは『子どもからおとなまでだれもが楽しめるイチョウ

公園』です」と話してくれました。 
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松 鶴 
ニコニコ商店街にあるお店はこの地で昭和２年に創業して以来、自家製

のそばとうどんをずっと作ってきて８３年になります。薄い色の暖簾が風

格を感じさせます。 
ご主人は相手の気持ちを考えたサービスを第一にして、自分の手揉みで

毎日そばを作っています。料理も作り置きをせずにお店にきたお客さんの

注文を聞いてから作って、てんぷらも事前に揚げておくことはしません。

お客さんの好みによって、メニューも工夫して新鮮な料理を出して、おい

しく食べられるお店を目標にしています。「夜のメニューは居酒屋さん 

なみにある」と左党にとっては嬉しいお話がありました。 
ご主人と一緒に働く二人の娘さんとともに三人とも調理師の免許をもっているのが強み

になっていると感じました。 
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   藤棚の名所名物   水道道 

  「近代水道」が日本ではじめて造られたのが横浜です。 
 明治 20 年（1887 年）に、相模川の支流道志川からの水を横浜に送るた

めに鉄管を引いた水路を「水道道」と言います。「水道道」と

いう名称は全国各地にあるようですが、バス停の名にもなっ

ているのは横浜だけでしょう。 
引いた鉄管は直径 15～18 インチ（約 38 センチ～約 46 センチ）もあっ
て、引いた距離は 30 マイル（約 48 キロ）に及びます。藤棚地区では
西横浜から「水道道」を通って野毛の貯水池まで続いています。この

工事の指揮を取った人（創設水道建設の顧問工師長）はイギリス人の

工兵中佐パーマーで野毛山にその銅像があります。 

こんにちは、グループ！  「ＦＲＩＥＮＤＳにし」 

今回は日本語を学習しようとする人にその機会を提供している

「ＦＲＩＥＮＤＳにし」を訪ねました。 

始めて３年、初め平沼地区セ

ンターで１年実施して、会員も

増えたので浅間コミュニティハ

ウスに移転してきたそうです。 

 初級から会話が上手になった

上級まで一人ひとりの熟練度に

合わせて机を挟んで向き合って、

１対１あるいは２のプライベー

トレッスンをします。「個人の好

みや生活の仕方に注意しながら

会話します。今までに中国人、タイ人、スペイン人、フランス人、

ミャンマー人など大勢の方がきました」と代表の高橋さんはお話

されました。 

会話は料理や住まいのこと、就職のための面接試験など楽しそう

に進んでいて、部屋の中は熱気にあふれていました。 
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タイ人の女性と会話するボランティア 

ヘンリー・スペンサー・パーマー 

   １８３８～１８９３ 

賑やかに沖縄の歌と踊り 

 藤棚商店街で３月２８日

に沖縄フェスティバルが地

元の沖縄物産店ニライカナ

イが主催して開催されまし

た。エイサー、津軽三味線、

三線や琉球舞踊が熱演され

て、大勢の見物の人は特製

の沖縄ソバにも舌鼓を打ち

ました。 

歌って・聞いて・すてきな作品を見て 

 西区 街の名人・達人まつり 
2 月 27 日藤棚地区センターで開かれ

てたくさんのグループが参加しました。 

たくさんの手工芸品↑ 
 

昔懐かしい紙芝居→ 


